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  （百万円未満切捨て）

１．平成31年１月期第２四半期の連結業績（平成30年２月１日～平成30年７月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

31年１月期第２四半期 14,751 △2.6 518 △18.0 533 △42.6 274 △54.2 

30年１月期第２四半期 15,144 △3.0 633 △22.4 929 △5.1 598 4.9 
 
（注）包括利益 31年１月期第２四半期 313 百万円 （△49.6％）   30年１月期第２四半期 622 百万円 （3.3％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

31年１月期第２四半期 40.62 － 

30年１月期第２四半期 87.87 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

31年１月期第２四半期 16,295 12,317 75.6 1,824.53 

30年１月期 15,608 12,166 77.9 1,802.07 
 
（参考）自己資本 31年１月期第２四半期 12,317 百万円   30年１月期 12,166 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

30年１月期 － 0.00 － 24.00 24.00 

31年１月期 － 0.00       

31年１月期（予想）     － 24.00 24.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３．平成31年１月期の連結業績予想（平成30年２月１日～平成31年１月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 30,870 △0.7 1,620 16.0 1,740 0.2 1,065 0.3 157.75 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－ 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年１月期２Ｑ 7,335,634 株 30年１月期 7,335,634 株 

②  期末自己株式数 31年１月期２Ｑ 584,453 株 30年１月期 584,453 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 31年１月期２Ｑ 6,751,181 株 30年１月期２Ｑ 6,816,181 株 

 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び合

理的であると判断する一定の前提に基づき作成したものであり、その達成を当社として約束する趣旨のものではあり

ません。また、実際の業績は、今後様々な要因によって、予想数値と異なる結果となる可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益、雇用環境の改善等、緩やかな回復基調が続いてい

ます。また、世界経済におきましては、欧州及び米国で緩やかな回復が持続したこと等、各国の経済情勢は堅調に

推移しました。

 当社グループ中核事業の属する食品小売業界におきましては、お客様の節約・低価格志向は依然として根強く、

食の安心・安全に対する社会的関心の高まりの他、資材価格や人件費の高止まり、人口構造の変化による採用難の

状況が続いております。 

 このような中で当社グループは、売上高増大のための販売促進活動に全社一丸となって取り組むと共に、お客様

満足度の向上や安心・安全な商品を提供できる体制強化、品質管理の徹底などの諸施策の実施に努めてまいりまし

た。小売部門においては、イベント型の提案販売や、レイアウト再構築等の既存店活性化を継続実施した他、生産

性向上のために作業工程の見直し、適正な人員配置のためのシフトコントロールを強化しました。また既存店の改

装や不採算店の閉鎖、新規ディベロッパーとの取組による新店開発や、新業態での新規出店等、各種施策を推進し

てまいりました。外食事業にあってはステーキレストランチェーン事業及び焼肉・しゃぶしゃぶチェーン事業にお

いて、メニューの考案や不採算店対策及び共同の大型店開発等、競争力向上のための施策を実施してまいりまし

た。

 その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高147億51百万円（前年同期比2.6％減）、営業利益は５億18百万円

（同18.0％減）、経常利益は持分法投資損益の前年同期比が大きく減少した影響もあり５億33百万円（同42.6％

減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は２億74百万円（同54.2％減）となりました。 

 営業の概況をセグメント別に記述すると以下の通りであります。

 

「食肉等の小売業」

 当第２四半期連結累計期間の開店は８店、閉店は５店であり、その結果、当第２四半期連結会計期間末の店舗数

は155店になりました。内訳は食肉小売店128店（前期末比増減なし）、惣菜小売店27店（同３店増）であります。

当セグメントを取り巻く環境は上記記載の通りで、その結果、売上高は108億42百万円（前年同期比3.6％減）、営

業利益は５億36百万円（同0.3％減）となりました。

 

「外食業」

 当第２四半期連結累計期間の開店は２店、閉店は３店であり、その結果、当第２四半期連結会計期間末の店舗数

は52店になりました。売上高につきまして、㈱焼肉の牛太のカットセンターの取り扱い増加があったものの、㈱オ

ーエムツーダイニングの店舗閉店があったこと等により39億63百万円（前年同期比0.1％減）となりました。営業

利益につきましては、原価率の影響等から１億34百万円（同47.9％減）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

  当第２四半期連結会計期間末の主要勘定の金額及びその前連結会計年度末比は以下の通りであり、大きな変動は

ありません。

流動資産             99億54百万円（前期末比＋1.3％）

固定資産             63億41百万円（同＋9.7％）

総資産              162億95百万円（同＋4.4％）

流動負債             33億18百万円（同＋15.8％）

固定負債             ６億59百万円（同＋14.0％）

純資産              123億17百万円（同＋1.2％）

負債・純資産合計    162億95百万円（同＋4.4％）

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

  平成31年1月期の連結業績予想につきましては、平成30年３月13日発表いたしました通期の業績予想を据え置き

としております。

  当社グループは、下半期の売上及び利益の比重が高いこともあり、今後の業績推移をより慎重に注視し、連結業

績予想数値に見直しが必要と判断した場合には、速やかに開示いたします。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(平成30年１月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成30年７月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 7,392,071 7,578,226 

受取手形及び売掛金 328,608 264,311 

テナント未収入金 1,383,949 1,294,761 

商品及び製品 360,535 354,335 

原材料及び貯蔵品 34,113 41,175 

繰延税金資産 59,681 72,664 

未収入金 171,727 217,890 

その他 99,803 133,548 

貸倒引当金 △2,596 △2,652 

流動資産合計 9,827,894 9,954,261 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 3,386,096 3,785,490 

減価償却累計額 △1,816,626 △1,847,960 

建物及び構築物（純額） 1,569,469 1,937,529 

機械装置及び運搬具 431,251 426,170 

減価償却累計額 △267,885 △268,041 

機械装置及び運搬具（純額） 163,365 158,129 

土地 531,968 531,968 

その他 1,751,033 1,832,674 

減価償却累計額 △1,296,976 △1,316,939 

その他（純額） 454,056 515,735 

減損損失累計額 △533,259 △526,854 

有形固定資産合計 2,185,600 2,616,509 

無形固定資産 112,535 110,292 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,947,187 1,964,135 

長期貸付金 1,679 72,377 

退職給付に係る資産 311,148 308,354 

繰延税金資産 76,785 82,174 

敷金及び保証金 1,100,725 1,148,807 

投資不動産 55,466 55,466 

減価償却累計額 △44,480 △48,855 

投資不動産（純額） 10,985 6,610 

その他 55,427 52,514 

貸倒引当金 △21,025 △20,725 

投資その他の資産合計 3,482,914 3,614,248 

固定資産合計 5,781,050 6,341,051 

資産合計 15,608,944 16,295,312 
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    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(平成30年１月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成30年７月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 1,656,891 1,688,336 

未払金 365,005 682,894 

未払法人税等 213,315 187,658 

賞与引当金 67,350 108,792 

その他 562,001 650,727 

流動負債合計 2,864,564 3,318,408 

固定負債    

退職給付に係る負債 215,486 220,013 

役員退職慰労引当金 59,765 60,557 

資産除去債務 245,679 269,436 

その他 57,368 109,153 

固定負債合計 578,300 659,161 

負債合計 3,442,864 3,977,570 

純資産の部    

株主資本    

資本金 466,700 466,700 

資本剰余金 1,391,999 1,391,999 

利益剰余金 10,735,536 10,847,722 

自己株式 △576,698 △576,698 

株主資本合計 12,017,536 12,129,722 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 138,344 168,864 

退職給付に係る調整累計額 10,198 19,156 

その他の包括利益累計額合計 148,543 188,020 

純資産合計 12,166,080 12,317,742 

負債純資産合計 15,608,944 16,295,312 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年２月１日 

 至 平成29年７月31日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年２月１日 
 至 平成30年７月31日) 

売上高 15,144,509 14,751,198 

売上原価 9,039,297 8,840,315 

売上総利益 6,105,212 5,910,883 

販売費及び一般管理費 5,472,154 5,391,891 

営業利益 633,058 518,991 

営業外収益    

受取利息 526 464 

受取配当金 840 1,039 

持分法による投資利益 251,937 － 

家賃収入 13,492 12,453 

協賛金収入 24,276 26,807 

受取手数料 5,356 5,191 

その他 6,958 7,051 

営業外収益合計 303,387 53,008 

営業外費用    

支払利息 1,239 26 

不動産賃貸原価 4,700 4,620 

持分法による投資損失 － 33,780 

その他 574 124 

営業外費用合計 6,514 38,551 

経常利益 929,931 533,447 

特別利益    

補助金収入 － 13,145 

店舗売却益 － 6,742 

特別利益合計 － 19,887 

特別損失    

有形固定資産除却損 2,358 10,473 

減損損失 94,042 50,060 

店舗閉鎖損失 370 8,921 

支払補償金 8,295 － 

固定資産圧縮損 － 9,048 

特別損失合計 105,066 78,503 

税金等調整前四半期純利益 824,864 474,832 

法人税、住民税及び事業税 259,374 207,032 

法人税等調整額 △33,418 △6,414 

法人税等合計 225,956 200,618 

四半期純利益 598,908 274,214 

親会社株主に帰属する四半期純利益 598,908 274,214 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年２月１日 

 至 平成29年７月31日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年２月１日 
 至 平成30年７月31日) 

四半期純利益 598,908 274,214 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 9,108 21,644 

退職給付に係る調整額 4,897 △1,351 

持分法適用会社に対する持分相当額 9,709 19,183 

その他の包括利益合計 23,715 39,476 

四半期包括利益 622,624 313,690 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 622,624 313,690 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年２月１日 

 至 平成29年７月31日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年２月１日 
 至 平成30年７月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 824,864 474,832 

減価償却費 215,210 216,145 

減損損失 94,042 50,060 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △798 △244 

受取利息及び受取配当金 △1,366 △1,503 

支払利息 1,239 26 

持分法による投資損益（△は益） △251,937 33,780 

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 2,328 2,793 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 8,433 4,526 

賞与引当金の増減額（△は減少） 44,621 41,442 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △322 792 

有形固定資産除却損 2,358 10,473 

固定資産圧縮損 － 9,048 

補助金収入 － △13,145 

店舗売却益 － △6,742 

支払補償金 8,295 － 

売上債権の増減額（△は増加） 178,724 153,484 

たな卸資産の増減額（△は増加） 31,146 △862 

仕入債務の増減額（△は減少） 9,408 31,444 

その他 △27,256 23,169 

小計 1,138,994 1,029,523 

利息及び配当金の受取額 1,366 1,503 

利息の支払額 △1,123 △26 

法人税等の支払額 △257,645 △235,012 

補償金の支払額 △8,295 － 

補助金の受取額 － 13,145 

営業活動によるキャッシュ・フロー 873,296 809,133 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △200,000 － 

有形固定資産の取得による支出 △219,323 △391,557 

無形固定資産の取得による支出 － △3,428 

投資有価証券の取得による支出 △300 △466 

長期貸付金の回収による収入 2,700 4,482 

資産除去債務の履行による支出 △26,844 △21,865 

敷金及び保証金の差入による支出 △50,090 △92,759 

敷金及び保証金の回収による収入 31,603 44,678 

その他 15,001 1,068 

投資活動によるキャッシュ・フロー △447,253 △459,849 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入金の返済による支出 △371,055 － 

配当金の支払額 △163,265 △163,129 

財務活動によるキャッシュ・フロー △534,320 △163,129 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △108,277 186,155 

現金及び現金同等物の期首残高 6,391,991 6,592,071 

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,283,714 6,778,226 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成29年２月１日 至平成29年７月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

 
食肉等の 
小売業 

外食業 合計 

売上高          

外部顧客への売上高 11,205,131 3,939,377 15,144,509 － 15,144,509 

セグメント間の内部売上高又は

振替高 
36,924 26,628 63,552 △63,552 － 

計 11,242,055 3,966,006 15,208,062 △63,552 15,144,509 

セグメント利益 538,692 257,147 795,840 △162,781 633,058 

（注）１．セグメント利益の調整額△162,781千円は、セグメント間取引消去△34,224千円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△128,557千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない人件費及び一般管理費であります。

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 「食肉等の小売業」及び「外食業」において、損益及びキャッシュ・フローが継続的にマイナスとなってい

る店舗及び閉鎖を決定した店舗の店舗設備等の一部資産について、減損損失を認識しました。なお、当該

減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間において「食肉等の小売業」26,427千円、「外食業」

67,615千円です。 
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成30年２月１日 至平成30年７月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

 
食肉等の 
小売業 

外食業 合計 

売上高          

外部顧客への売上高 10,814,676 3,936,522 14,751,198 － 14,751,198 

セグメント間の内部売上高又は

振替高 
28,092 27,064 55,156 △55,156 － 

計 10,842,768 3,963,587 14,806,355 △55,156 14,751,198 

セグメント利益 536,919 134,067 670,987 △151,995 518,991 

（注）１．セグメント利益の調整額△151,995千円は、セグメント間取引消去△25,392千円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△126,603千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない人件費及び一般管理費であります。

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 「食肉等の小売業」及び「外食業」において、損益及びキャッシュ・フローが継続的にマイナスとなってい

る店舗及び閉鎖を決定した店舗の店舗設備等の一部資産について、減損損失を認識しました。なお、当該

減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間において「食肉等の小売業」45,224千円、「外食業」

4,835千円です。 

 

３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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